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〔要旨〕 ラグビーにおける膝前十字靱帯（ACL）損傷の受傷機転についての報告は少ない．本研究の目的
は学校管理下におけるスポーツ外傷発生調査から，男子高校生ラグビー選手のACL損傷の受傷機転を明
らかにすることである．
平成 21～24 年度に日本スポーツ振興センターへ災害共済給付の申請があった高校生ラグビー選手の

うちACL損傷に該当するものを対象とした．
ACL損傷発生件数は 599 件で，その内練習中の発生は 256 件で，試合中は 333 件であった．受傷原因

は接触型損傷が 442 件，非接触型損傷が 153 件であった．接触型損傷ではタックルされて受傷が 294 件と
多く，非接触型損傷ではカッティング・ランニング中の受傷が 102 件と多かった．

緒 言

膝前十字靭帯（ACL）損傷はスポーツ活動中に
多く発生する外傷であり１～4），欧米ではACL損傷
予防への取り組みとしてバスケットボール，サッ
カー，ハンドボール中の受傷機転について多く報
告されている５～9）．
日本では，ラグビーにおける外傷の発生率が高

いことが報告されている１０，１１）．奥脇１）は学校管理下
におけるスポーツ外傷発生調査において中学，高
校の部活動中のACL損傷はラグビーで最も発生
率が高いことを報告した．ラグビーにおけるACL
損傷を予防していくうえで受傷機転を知ることの
必要性は高いが，ラグビーが盛んなヨーロッパや
オセアニア諸国においても，ACL損傷の受傷機転
を調査した研究は少ない．ラグビーにおける外傷
の受傷機転については，Dallalana et al.１２）がイング

ランドの 15 人制プロラグビー選手 546 人におけ
る膝関節外傷調査を 2シーズン実施し，膝関節外
傷 211 件中ACL損傷の発生件数は 9件であった
と報告した．古谷ら１３）は日本のラグビートップ
リーグ 14 チーム 645 選手を対象に 1シーズンに
おける外傷調査を実施し，全外傷 134 件中ACL
損傷の発生件数は 3件であった．ラグビーにおけ
るいずれの報告も発生件数が少なく，ACL損傷の
受傷機転についての検討には至っていない．
我々は，大規模に実施された学校管理下におけ
るスポーツ外傷発生調査より高校生ラグビー選手
のACL損傷の受傷機転を明らかにすることを目
的とした．

方 法

調査対象
独立行政法人日本スポーツ振興センター学校安
全部が保管する平成 21～24 年度に日本スポーツ
振興センター災害共済給付の申請があった資料の
うち，高等学校のラグビー部活動中にACL損傷
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図 1　受傷状況（練習/試合）
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を受傷した男子を対象とした．
分類項目
受傷状況として，練習と試合，受傷機転として

接触型損傷と非接触型損傷に分類した．接触型損
傷は受傷時に身体のどこかが他の選手と接触して
いたもの，受傷時に他の選手との接触がなかった
ものは非接触型損傷と定義した８）．接触型損傷はさ
らに膝に直接コンタクトを受けたダイレクト型損
傷と膝以外にコンタクト受けたインダイレクト型
損傷に分類した．受傷形態は，IRBが定めた外傷調
査１４）と Dallalana et al.１２）の膝関節外傷の調査にお
ける項目を参考にして分類した．接触型損傷は
タックルされて，タックルして，ラック・モール，
スクラム，ラインアウト，コリジョンに分類した．
コリジョンはタックルやラック・モール，スクラ
ムに分類できない衝突や接触とした．非接触型損
傷はランニング，カッティング，ストップ，着地，
パスプレー中，タックルしようとしてに分類した．

結 果

平成 21～24 年度のACL損傷の発生件数は 599
件であった．1年当たりの発生件数は 149.8 件で
あった．
受傷状況
練習中の受傷は 256 件（43％），試合中の受傷は

333 件（55％）であった（図 1）．
受傷機転
接触型損傷は 442 件（74％），非接触型損傷は
153 件（26％）であった．接触型損傷のうちダイレ
クト型は 190 件，インダイレクト型は 36 件，不明
だったものが 216 件であった（図 2）．

受傷形態
接触型損傷では，タックルされてが 294 件，タッ

クルしてが 44 件，ラック・モールが 21 件，スク
ラムが 5件，ラインアウトが 1件，コリジョンが
45 件，その他のコンタクトが 32 件であった．その
他の接触型損傷では倒れているところへ乗られて
受傷した例が多かった（図 3）．
非接触型損傷では，カッティングが 69 件，ラン

ニングが 33 件，タックルしようとしてが 27 件，
着地が 6件，パスプレー中が 5件，ストップが 4
件であった（図 4）．
非接触型損傷でサーフェイスの状況が受傷形態
に併記されていたものは 26 件あり，芝・草にひっ
かかってが 13 件，人工芝にひっかかってが 5件，
グランドの穴・石につまずいてが 4件，グランド
がぬかるんでいてが 4件であった．

考 察

ラグビーにおけるACL損傷の受傷機転に関す
る報告は少ない．本研究では，大規模調査により
高校生ラグビー選手が部活動中に受傷したACL
損傷 599 件といった大きな標本数を対象として受
傷機転について検討を進めることができた．
本研究では，ACL損傷 599 件中，接触型損傷が
442 件（74％）と多かった．これは，コンタクトプ
レーが頻回に行われるラグビーの競技特性を反映
した結果と考えられるが，接触型損傷の受傷形態
のうちタックルされてが 294 件，タックルしてが
44 件，非接触型損傷においてもタックルしようと
してが 27 件とコンタクトプレーの中でもタック
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図 3　接触型損傷の受傷形態

294

44
21

5 1

45 32

153

4

300

200

100

0

タ
ッ
ク
ル
さ
れ
て

タ
ッ
ク
ル
し
て

ラ
ッ
ク
/モ
ー
ル

ス
ク
ラ
ム

ラ
イ
ン
ア
ウ
ト

コ
リ
ジ
ョ
ン

そ
の
他
の
接
触
型

非
接
触
型

不
明

件
数

図 4　非接触型損傷の受傷形態
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ルに関連したプレー中の受傷が多いことが分かっ
た．また，タックルされて受傷した 294 件中 105
件は練習中に受傷していた．チームメイトを相手
とする練習においてACL損傷が発生し得る無理
な状況でプレーしていることが推察され，練習に
おけるタックルの方法やタックルの受け方といっ
た指導方法について考える必要があると思われ
る．
本研究では，非接触型損傷が 153 件（26％）を

占め，非接触型損傷の受傷形態は，カッティング
やランニングが多いことが分かった．バスケット
ボールやハンドボールでは，非接触型損傷が多

く１５），受傷機転としてカッティングが多いことが
報告されており６～8），非接触型損傷の予防に向けた
研究が進められている１６）．ACL損傷の発生率が高
いラグビーについても，非接触型損傷の予防に向
けた研究を今後進めていく必要があると考える．
サーフェイスや用具の不備が原因で受傷した例
も 26 件と散見され，施設・用具の点検により防止
することができることも少なくないことが分かっ
た．
本研究の限界として，届出による申告事項より
受傷機転を分類したため，実際の受傷機転と異な
る可能性は否定できない．今後は，実際の受傷場
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面のビデオ等の解析により，具体的な受傷機転を
明らかにすることが課題として考えられる．

結 語

男子高校生ラグビー選手におけるACL損傷
599 件の受傷機転について検討を行った．タック
ルに関連するプレー中の受傷が多いことが明らか
となり，医師やトレーナーだけでなく指導者とと
もにタックルの方法や指導について考える必要が
ある．また，非接触型損傷ではカッティングやラ
ンニングによる受傷が多く，非接触型損傷の予防
に向けた取り組みの重要性が考えられた．
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Anterior cruciate ligament injury in male high school rugby players
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〔Abstract〕 A high incidence of anterior cruciate ligament (ACL) injuries in rugby players has been reported.
There are few studies reporting the epidemiology and mechanism of ACL injury in rugby players. We investi-
gated surveys of ACL injuries in male high school rugby players. Our objective is to clarify ACL injury mecha-
nisms in the rugby players.
We conducted our survey study over 4 seasons (2009-2010 to 2012-2013) and classified the mechanisms of ACL

injury in the rugby players. These mechanism categories were playing type (training and matches), injury type
(contact and non-contact) and injury events.
A total of 599 ACL injuries were recorded over the 4 seasons. Of these, 256 injuries were reported during train-

ing and 333 injuries during matches; 442 injuries were sustained during contact with another player and 153 dur-
ing non-contact play. Tackle was the most commonly associated contact event, and was subdivided into being
tackled (294 injuries) and tackling (44 injuries). Cutting (69 injuries) and running (33 injuries) were commonly asso-
ciated with non-contact events.
Most contact injuries occurred in tackle-related situations. Tackling and being tackled skills are important for

the prevention of ACL injury in rugby. It is known that ACL injury can effectively be prevented during non-
contact play. In this study, approximately 30％ of ACL injuries occurred during non-contact events. Correct skills
of cutting and running are also important for the prevention of ACL injury during rugby.


